
今
回
の
事
業
統
合
の
申
入

れ
以
降
「
真
の
経
営
体
質
強

化
策
」
「
安
心
し
て
働
け
る

職
場
」
「
労
働
条
件
へ
の
影

響
」
の
解
明
に
向
け
て
交
渉

を
行
な
っ
て
来
ま
し
た
。

本
当
に
資
金
は

大
丈
夫
な
の
か

資
本
金
５
０
０
億
円
に
決

め
た
理
由
に
「
同
業
他
社
等

の
資
本
金
等
を
考
慮
し
た
」

と
し
、
参
考
に
Ｎ
Ｅ
Ｃ
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
資
本
金
も

５
０
０
億
円
と
紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
同
社
と
比
較
を
し

て
も
、
売
上
げ
規
模
で
28
％

増
の
６
４
２
億
円
、
人
員
規

模
で
は
13
％
増
で
５
６
６
億

円
と
な
り
、
ル
ネ
サ
ス
の
方

が
資
金
不
足
に
な
る
可
能
性

が
当
初
か
ら
発
生
し
て
い
ま

す
。
発
足
時
の
資
本
金
は
設

備
投
資
な
ど
で
の
重
要
な
役

割
を
も
っ
て
い
ま
す
。

親
会
社
責
任
を

明
確
に
し
た
発
足
を

11
月
21
日
「
日
経
」
報
道

に
よ
る
と
、
「
年
間
設
備
投

資
額
を
約
１
０
０
０
億
円
と

の
方
針
を
決
め
、
そ
の
投
資

資
金
は
ル
ネ
サ
ス
が
発
足
時

の
手
元
資
金
と
営
業
収
益
で

賄
う
」
と
し
て
い
ま
す
。

業
界
で
は
「
資
金
力
不
足

が
浮
上
を
阻
害
す
る
懸
念
も

あ
る
」
と
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
中
で
、
ル
ネ
サ
ス
の
投
資

資
金
捻
出
に
つ
い
て
明
確
に

確
認
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
従
っ
て
、
半
導

体
事
業
を
切
り
離
す
責
任
親

会
社
に
た
い
し
て
、
発
足
時

の
投
資
資
金
の
確
保
を
し
っ

か
り
と
保
証
さ
せ
る
こ
と
を

求
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

設
備
投
資
資
金
を
営
業
損

益
で
賄
う
方
針
は
当
然
と
考

え
ま
す
が
、
03
年
度
事
業
の

黒
字
ス
タ
ー
ト
を
ま
ず
確
保

さ
せ
る
見
通
し
を
明
確
に
し

て
か
ら
実
施
す
べ
き
施
策
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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理
解
が
得
ら
れ
た
回
答
か

（発 行）
＊働きやすい職場をめざす

（連絡先） 日立武蔵の会
＊東村山市恩多町3-11-18 谷口利男
＊電話・FAX ; 042-394-0937
＊ﾒｰﾙ;hitachikon@jcom.home.ne.jp

＊要望・意見を気軽にお寄せ下さい。

三
菱
電
機
と
の
半
導
体
事
業
統
合
問
題
で
半
導
体
業
種
本
部

は
、
12
月
５
日
の
第
５
回
拡
大
労
使
協
議
で
「
事
業
統
合
を
了

解
」
と
す
る
最
終
的
な
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

日
立
労
組
も
加
盟
し
てて

い
る
「
連
合
」
は
、
11
月月

19
日
開
催
し
た
第
39
回
中中

央
委
員
会
で
03
年
春
闘
でで

の
統
一
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
要要

求
断
念
を
正
式
に
決
定
しし

たたたたた
。
賃
上
げ
目
標
は
定
期
昇
給給

分分分分分
に
当
た
る
「
賃
金
カ
ー
ブ
確確

保保保保保
」
の
み
と
し
、
具
体
的
な
要要

求求求求求
基
準
は
各
産
別
労
組
に
委
ねね

るるるるる
、
と
し
た
。
一
方
で
、
国
税税

庁庁庁庁庁
が
発
表
し
た
昨
年
一
年
間
のの

「「「「「
民
間
給
与
実
態
統
計
調
査
」」

ででででで
は
、
前
年
比
１
・
５
％
減
のの

４４４４４
５
４
万
円
と
４
年
連
続
で
減減

少少少少少
し
、
か
つ
過
去
最
大
の
落
ちち

込込込込込
み
を
記
録
し
た
こ
と
も
明
らら

かかかかか
に
な
っ
た
。
お
そ
ら
く
、
今今

年年年年年
度
は
、
春
闘
で
の
定
期
昇
給給

ののののの
凍
結
や
賃
金
カ
ッ
ト
、
一
時時

金金金金金
の
大
幅
減
額
な
ど
が
あ
り
、、

さささささ
ら
に
大
幅
減
収
と
な
る
事
はは

明明明明明
ら
か
で
あ
る
。
日
立
の
場
合
、、、、、、

賃賃賃賃賃
金
５
％
カ
ッ
ト
、
一
時
金
年年

間間間間間
で
１
カ
月
減
収
（
20
％
減
））

ででででで
あ
り
、
年
収
で
見
る
と
10
％％

近近近近近
い
減
収
と
な
っ
て
い
る
。
ここ

ううううう
し
た
状
況
を
受
け
た
03
年
春春

闘闘闘闘闘
は
、
勤
労
者
の
所
得
を
増
やや

ししししし
て
国
民
の
購
買
力
向
上
で
のの

景景景景景
気
回
復
が
必
要
と
な
っ
て
いい

るるるるる
。
03
年
春
闘
で
ベ
ア
ゼ
ロ
春春

闘闘闘闘闘
を
克
服
す
る
取
り
組
み
が
強強

くくくくく
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
なな

いいいいい
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｔ
））

集積回路

エルピピーダダ増増資資
総額９６０億円に

ＮＥＣと日立は、折半出資するＤ
ＲＡＭ事業統合会社「エルピーダメ
モリ」に合計４４０億円を追加出資
する。
エルピーダの現在の資本金は４４
５億円、資本準備金は７５億円と総
額５２０億円。同社は９９年１２月
の発足以降赤字が続いており、段階
的に追加出資に応じてきた。
今回の増資により、資本金は６６
５億円、資本準備金は２９５億円と
総額９６０億円になる。
（（１１１１月月１１７７日日付付「「日日経経」」新新聞聞よよりり））



空
洞
化
の
現
状

日
本
の
製
造
業
は
生
産
の

海
外
移
転
を
加
速
し
、
仕
事

量
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
中

小
零
細
企
業
の
倒
産
も
急
増

し
て
い
ま
す
。

01
年
度
の
電
機
産
業
に
お

け
る
海
外
生
産
比
率
は
22
％

と
全
産
業
の
中
で
最
大
と
な
っ

て
い
ま
す
。
雇
用
労
働
者
は
、

00
年
３
月
か
ら
02
年
３
月
ま

で
の
２
年
間
で
10
数
万
人
も

減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
「
物
作
り
」
日
本

の
危
機
と
い
え
る
状
況
で
す
。

具
体
的
課
題

電
機
懇
は
、
電
機
産
業
で

の
空
洞
化
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
諸
点
が
重
要
と
提
言
を
し

て
い
ま
す
。

①
「
解
雇
規
制
法
」
を
法
制

化
す
る
。

②
「
海
外
進
出
規
制
法
」
を

制
定
す
る

③
「
企
業
撤
廃
税
」
を
創
設

す
る
。

④
円
高
を
是
正
す
る
。

⑤
企
業
に
新
し
い
雇
用
促
進

を
呼
び
か
け
る
。

⑥
国
に
よ
る
技
術
開
発
事
業

を
民
主
化
す
る
。

電
機
懇
は
、
こ
う
し
た
課

題
を
全
国
の
電
機
の
職
場
で

取
り
組
み
を
強
め
る
と
と
も

に
、
労
働
組
合
の
ナ
シ
ョ
ナ

ル
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
入
れ
て

運
動
を
強
め
て
行
く
こ
と
や
、

経
済
産
業
省
な
ど
へ
の
行
政

に
た
い
し
て
も
改
善
の
申
し

入
れ
、
交
渉
を
行
な
う
な
ど

具
体
的
な
取
り
組
み
の
準
備

を
し
て
い
ま
す
。
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安心して働き続けられる職場を
半半導導体体事事業業のの統統合合にによよるる職職場場のの不不安安ををななくくせせ

日立DPの分社化後
事業の継続検討とは

日立は今年１０月１日に液晶表示装置事
業（旧茂原工場）を全額出資子会社として
分社、日立ディスプレイズを設立した。
報道では「米内社長は技術力を生かした
ニッチ（すき間）市場で生き残りを目指す。
ただ、日立本体首脳の一人は『ＬＣＤは技
術力による商品特性の差異が出しにくく、
１―２年以内に(事業を継続するかどうか)
答えを出す必要がある』と語る。日立ディ
スプレイズが早期に収益構造を確立しなけ
れば、進路は変わってくるだろう」と指摘
さされれてていいまますす。。（（１１１１月月２２７７日日「「日日経経産産業業」」

冬冬のボボーナス全全体体で5.16％減減

日立は19.52％の大幅減

日本経済新聞は、集計可能な３２４社の加重
平均で算出した１２月のボーナス調査の中間集
計を１１月２６日付けで報道しました。
集計結果によると、業種間格差が鮮明に表れ、
電機と鉄鋼は２ケタの減少率となり、好調な自
動車や精密機械などは前年冬の支給額を上回っ
た、としています。
電機産業の集計は３６社であり、平均減収率
はは１１４４・・６６９９％％とと全全産産業業ででののトトッッププととななっったた。。

日立は、今年の春の年間協定で４カ月と決ま
り、昨年度の年間５カ月と比較すると、金額で
１９・５２％減収となっています。

電
機
の
産
業
空
洞
化
さ
せ
な
い
た
め
に

海
外
生
産
比
率
が
22
％
も

電電機機懇懇・要要求求アンケケートトの項項目目

①あなたの生活実感は
②春闘で賃上げはどのくらい必要ですか
③あなたにとって職場の問題点
（不安や不満）は何ですか？

④サービス残業がありますか
⑤くらしの要求や問題点は何ですか？
⑥⑥自自由由記記入入欄欄

電
機
労
働
者
懇
談
会
（
電
機
懇
）
は
11
月
30
日
、
都
内
でででで

「「「「「
職
場
代
表
者
会
議
」
を
開
催
し
、
03
年
春
闘
に
向
け
てててて

「「「「「
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
」
活
動
や
電
機
産
業
を
空
洞
化
さ
せ
なななな

いいいいい
た
め
の
取
り
組
み
を
行
な
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
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収
益
Ｖ
字
回
復

リ
ス
ト
ラ
で
Ｖ
字
回
復
＝
大
企
業
＝

リ
ス
ト
ラ
で
Ｌ
字
ど
こ
ろ
か

下
が
る
一
方
＝
庶
民
＝

休
憩
室

東東京京母親親大大会会に参参加加して

本当の豊かさとは
先ごろ東京母親大会開かれ「プラスチックごみと生

ごみを考える」の分科会に参加しまし、とても勉強に
なりました。
10年前からゴミ減量と、リサイクルを進める会とし
て活動してきた経験や、ダイオキシン、環境ホルモン
の学習会、生ゴミの堆肥に取組んでいる体験談など様々
な発言がありました。「燃えるゴミと燃えないゴミを
分別しているが、硬いものは砕いて燃えやすくするた
めに分けているだけで、結局は塩ビ以外は燃やしてか
ら埋めており、何のために可燃ゴミと不燃ゴミを分け
させているのか」と怒っている人もいました。
容器の再利用では、肉、魚が入っているトレーを回
収しているものの、再利用にコストがかかるため再利
用は三割程で残りは廃棄しているとの事でした。
さらに「ペットボトルを処理するためには１本につ
き５０円かかり、使い捨ての便利さが優先され、業者
はちゃんと処理が出来る容器を作ることが大切。使い
捨ての容器やスプーンなどは処理費を事業者が負担し
ないですむこともゴミを出す大きな要因となっている。
国内で毎年５０００万トンの一般ゴミが排出され、約
２兆５０００億円の税金で処理されている。事業者は
大量のゴミを家庭ゴミの処理システムに便乗している
のも問題である」などの話を聞いて本当の豊かさとは
何かを考えさせられました。 （清水）

「
人
事
考
課
制
度
」の

講
演
会
に
参
加
し
て

日
本
の
人
事
査
定
（
考
課
）
に
つ
い
て
の
講

演演演
を
聞
く
機
会
を
得
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

講
演
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
遠
藤
公
嗣
教
授

（（（
明
治
大
学
経
営
学
部
、
経
済
学
博
士
）
は

「「「
人
事
考
課
制
度
に
は
労
働
者
側
に
た
っ
た
規

制制制
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
点

ははは
、
最
終
の
考
課
結
果
を
労
働
者
が
知
る
権
利

ののの
確
保
、
そ
れ
に
、
考
課
結
果
に
つ
い
て
の
労

働
者
の
不
満
・
不
満
足
を
解
決
す
る
仕
組
み
の

設
定
で
あ
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

講
演
で
、
日
本
の
民
間
企
業
の
職
能
給
は
、

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
Ｉ
Ｔ
化
の
も
と
で
の

企
業
経
営
に
不
適
合
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
97
〜
98
年
頃
衰
退
し
、
短
期
間
で
高
収
益
を

あ
げ
た
対
価
を
支
払
う
と
し
た
成
果
主
義
賃
金

の
導
入
を
進
め
て
き
た
。

し
か
し
、
多
く
の
仕
事
で
は
収
益
に
影
響
す

る
要
因
は
多
様
で
あ
り
、
多
数
の
従
業
員
が
関

係
し
、
一
人
に
還
元
で
き
な
い
要
素
も
あ
り
、

01
年
度
春
頃
か
ら
そ
の
行
き
詰
ま
り
や
見
直
し

が
報
道
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
分
析
さ

れ
ま
し
た
。

同
教
授
は
世
界
的
な
人
事
考
課
制
度
を
研
究

し
た
著
書
「
日
本
の
人
事
査
定
」
（
ミ
ネ
ル
ブ
ァ

書
房
99
年
）
で
も
ふ
れ
て
い
る
米
国
で
の
査
定

制
度
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
ま
し
た
。

日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
査
定
結
果
の

公
表
は
さ
れ
ず
秘
密
裏
に
処
理
さ
れ
て
い
る
が
、、、、、

ア
メ
リ
カ
で
は
査
定
結
果
を
め
ぐ
っ
て
の
裁
判

が
頻
発
し
、
査
定
結
果
に
対
す
る
「
同
意
書
」

を
全
員
か
ら
取
る
制
度
に
な
っ
て
い
る
と
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

（
谷
口
）



三
菱
電
機
と
の

労
働
条
件
の
開
示
を

三
菱
電
機
の
労
働
条
件
の

開
示
を
求
め
た
事
に
対
し
て

「
事
業
統
合
後
の
課
題
で
あ

る
」
旨
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。
組
合
の
姿
勢
と
し
て
問

題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
な

ぜ
な
ら
、
今
回
は
半
導
体
事

業
統
合
の
賛
否
を
問
う
議
論

を
し
て
い
る
時
期
に
、
相
手

会
社
の
労
働
条
件
の
開
示
な

し
に
検
討
が
出
来
な
い
の
は

明
ら
か
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
労
働
条
件
の
公
表
は
一

回
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
未

だ
に
家
族
手
当
、
住
宅
手
当
、

業
務
手
当
、
裁
量
勤
務
手
当
、

交
代
勤
務
手
当
な
ど
に
つ
い

て
の
公
表
が
行
な
わ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

（
Ｔ
）

10
％
分
返
金
は

大
変
良
か
っ
た

昨
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た

一
時
金
の
平
均
10
％
減
額
が

返
金
に
な
る
と
の
回
答
で
ホ
ッ

と
し
た
。
で
も
、
月
々
の
賃

金
カ
ッ
ト
５
％
は
そ
の
ま
ま

続
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
ま

だ
ま
だ
家
計
が
苦
し
く
お
正

月
も
一
段
と
質
素
に
過
ご
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

（
Ｉ
）

賃
金
５
％
カ
ッ
ト
も

早
急
に
解
除
を

03
年
３
月
の
決
算
予
想
を

見
る
と
電
機
各
社
は
、
日
立

と
同
じ
よ
う
な
業
績
見
通
し

な
の
に
定
期
昇
給
の
凍
結
な

ど
を
解
除
し
て
い
る
。
日
立

で
も
「
緊
急
業
績
対
策
」
を

早
急
に
解
除
す
る
た
め
の
労

使
協
議
を
始
め
て
も
ら
い
た

い
。
賃
金
５
％
カ
ッ
ト
の
解

除
は
皆
の
願
い
だ
。
（
Ｋ
）

自
転
車
通
勤
に
も

通
勤
手
当
の
支
給
を

事
故
発
生
に
よ
っ
て
、
自

転
車
で
通
勤
し
て
い
る
人
に

た
い
し
て
「
雨
の
日
に
傘
を

さ
し
て
の
入
門
禁
止
」
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。
自
転
車

通
勤
の
人
に
は
交
通
費
が
支

給
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
雨

の
時
も
自
転
車
に
乗
ら
ざ
る

を
え
な
い
状
況
が
あ
る
。
交

通
費
を
支
給
す
る
よ
う
に
制

度
を
改
善
し
て
、
雨
の
時
は

バ
ス
や
電
車
を
使
え
れ
る
よ

う
に
願
い
た
い
。

（
Ｈ
）

職
場
だ
よ
り
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絵
手
紙
で
ご
挨
拶

編
集
後
記

武
蔵
事
業
所
で
働
く
皆
さささ

んんんんん
に
届
け
る
「
む
さ
し
ＮＮＮ

ｅｅｅｅｅ
ｔ
」
を
発
行
し
て
か
ららら

丸丸丸丸丸
二
年
を
迎
え
ま
し
た
。。。

こここここ
の
間
、
こ
の
職
場
新
聞聞聞

ににににに
寄
せ
ら
れ
た
声
に
感
謝謝謝

いいいいい
た
し
ま
す
。
皆
さ
ん
のの

賢賢賢賢賢
明
な
る
判
断
の
一
助
にに

ななななな
り
得
た
で
し
ょ
う
か
。。

今今今今今
年
一
年
の
ご
支
援
に
感感

謝謝謝謝謝
し
、
良
い
年
が
迎
え
らら

れれれれれ
る
よ
う
に
奮
闘
し
て
行行

ききききき
ま
し
ょ
う
。

（
Ｍ
）

たそがれ清兵衛
山田洋次監督の「たそがれ清兵衛」

がヒットしているとテレビで報道され
ています。当初40～50才の男性の観客
が多かったそうですが、最近は若い女
性の人気も高いと言われています。
山田洋次フアンの私は、11月に立川
シネマシティへ観にいきました。時代
劇であるが今日のサラリーマンの状況
と重なり訴えるものを感じました。
「たそがれ」とは、病弱の母と子供た
ちの養育のために（奥さんは早く死去）、
お城での仕事が終わると同僚の誘いを
断ってまっすぐ帰宅することから言わ
れている事だそうです。 （Ｙ）


